
 

 いちかわの 

いきもの いいまち  
いいえがお 写真展  

作品募集開始！12 月 20 日(金)から 
写真展期間 令和 7 年 2 月 8 日(土) 

～3 月 16 日(日) 

市川市内で撮った、生き物や自然、素敵な街の風

景、人々の笑顔を題材にした写真を募集します。 

２L～A４のプリントでご応募ください。応募要

項等の詳細は公式Webあいねすと行事案内のペ

ージ（下の QR コード）でお知らせします。 

 

 

■ 土曜日は、あいねすとのミニ観察会 
10 月 5 日、12 日、26 日         

11 月 2 日、 9 日、16 日、30 日 

12 月 7 日、14 日、21 日 

（雨天は中止） 

 

 

あいねすとの前を流れる丸浜川沿いの

道を、生きものをさがしながらゆった

りお散歩します。見る、聞く、かぐ、触

るなど五感を使って自然を観察しま

す。歩きやすい靴、帽子、水筒は必ずご

用意ください。なお、あいねすと周辺に

飲料の自動販売機はありません。 

各日先着 10 名。  

開始時間 午後 1 時 30 分、 

受付開始 開始時間の 30 分前から 

9 月末には冬の渡り鳥がやってきはじめ
ます。コガモは一番乗りで到着しますが
このときのオスはメスと同じ地味な羽衣
（エクリプス）で来ます。到着後に繁殖期
の美しい羽衣に「衣替え」をする姿が見ら
れるのも、秋ならではの面白さです。 

※イベントの予定は、諸事情により変更になる場合があります。上記の QR コードから公式ウェブサイト行事案内をお確かめの上、ご来館ください。 

 

コイを捕まえたミサゴ 

 

あいねすと 
行事案内 

衣替え中のコガモ 

※ベビーカーや車いすの方も参加できます 

 

あいねすと通信 
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■ アートを楽しむ！ あいねすとの秋～冬のイベント   

10 月 19 日(土)雨天の場合は 10 月 20 日（日） 当日先着順 

10 時 15 分、11 時 15 分、13 時 15 分、14 時 15 分（1 回

約 30 分）。どんぐりから作ったオリジナルの絵の具で、 

自然の色合いを楽しみながら絵を描きます。 

講師・「どんぐり先生」木下裕美さん（市内在住） 

12 月 8 日（日） 10 時～12 時  電話で要申込 

丸浜川沿いで色とりどりの落ち葉を拾って、どんぐりや木の実

などを添えて、ミニクリスマスリースをつくります。 

12 月 22 日（日）9 時 30 分～16 時 申込不要 
まつぼっくりと廃プラスチックなどを使って、手の 

ひらに乗るミニクリスマスツリーをつくります。 

どんぐり絵の具でアーティストになろう！  

 

葉っぱをひろってクリスマスリースをつくろう！  

 

まつぼっくりツリーをつくろう！   

 

 

 

 
昨年度の写真展の様子 



  
 

 

 

■ あいねすとへのアクセス 
最寄り駅は、東京メトロ東西線の行徳駅または南行徳駅で

す。駅からは徒歩またはバスをご利用いただけます。 

また、JR 本八幡駅南口からもバスが出ています。 

車でお越しの際は無料駐車場がございますが、収容台数が

少ないので公共交通機関のご利用をお願いいたします。 

 

 
あいねすとの詳しい情報は 

右のQRコードから市川市公式ウェ

ブサイトをご覧ください。 

 

営業時間 午前 9 時～午後 4 時４５分 

 
  
やわらかな日差しがうれしい館外ベン

チ・ライトコートで、コーヒーブレイクは

いかがですか？ 

※中 2 階と 2 階では、飲みもののみとさ

せていただきます。また、持ち込みの食べ

ものを食べることはご遠慮ください。 

 

 

■ あいねすとカフェ 

■ あいねすとから見られる秋～冬の鳥 

 

ボサボサ頭が目印の 
ウミアイサ 

首が白くて長い、 
カンムリカイツブリ 

あいねすとから見られる秋～冬の鳥 

コガモ 

カルガモ 

スズガモ 

ウミアイサ 

カンムリカイツブリ 

カワウ  

アオサギ 

ダイサギ  

コサギ 

ヒクイナ 

オオバン 

ミサゴ 

トビ  

オオタカ 

ノスリ 

カワセミ 

コゲラ 

 

モズ 

オナガ  

ハシボソガラス  

ハシブトガラス 

シジュウカラ   

ヒヨドリ  

ウグイス 

メジロ  

ムクドリ  

ツグミ 

ジョウビタキ 

スズメ  

ハクセキレイ 

カワラヒワ 

ほか 

 

■ あいねすと周辺の花と草木 

オニグルミ（鬼胡桃） 

ゴルフボールより大きな実が、ブドウ

の房のようになって重たげに垂れ下

がります。中身はかたい殻に守られた

油分豊富なナッツ。栽培種のクルミの

ように簡単には割れませんし、可食部

はとても小さいです。食べるのは丈夫

な歯を持ったネズミぐらいでしょう

か。ほうぼうの縄文遺跡からはたくさ

ん出土しますので、かつて人々の貴重

な栄養源とされたのは確かです。 

ギチギチキィキィ、
モズの高鳴きは 
秋の風物詩 

モズの高鳴きが聞こえたら秋本番。渡り鳥たちが、行徳鳥獣保

護区の海や丸浜川に到着し始めます。海の上では、カンムリカ

イツブリの白い首が光って見えます。11 月ごろにはジョウビ

タキやツグミがちらほら見え始めて、鳥の気配が濃くなってく

ると、オオタカやノスリなどの猛禽類も増えてきます。 

11 月～2 月は１日で 30 種近くの鳥が見ら

れ、バードウォッチングに最適な季節です。 

 

（鳥名は日本鳥類目録順） 
 

 

■ 動物愛護週間によせて…猫も野鳥も安心して暮らすために 
今年も、猫の室内飼育を呼び

かける塗り絵をお配りして

います。猫は、おなかいっぱ

い餌を食べていても、鳥や小

動物をつかまえようとする

狩猟本能は持ち続けます。 

猫によって野鳥や野生生物が傷つけられるのを防ぐには、

猫の室内飼育を徹底することが大切です。猫自身も事故や

感染症から守られ、幸せに暮らすことができます。 


